
フィラデルフィアにおける日本の伝統素材を用いた
ファッションコンテスト（米国）
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開催日： 令和４年７月８日（フィラデルフィア）
場 所： ペンシルバニア大学
主催（共催）：総領事館・（一社）SAKURA COLLECTION

・フィラデルフィア市・ペンシルベニア大学
協力／参加企業・自治体：ANA、Mt.Fujiレストラン、伝統素材の輸出業者等

在ニューヨーク総領事館

【概要】
 若手デザイナーによる遠州綿袖を使用したファッションデザインコンテスト及びショーを開
催。

 遠州綿紬の生産工程の動画やデザイナーによるプレゼンテーション、尺八と殺陣のパ
フォーマンスも披露。

 日本の伝統産業支援、海外認知度の向上、若手デザイナー育成、商品開発、米国市場
開拓等

 田畑則子氏（（一社）SAKURACOLLECTION代表）、森NY総領事（大使）、ジム・ケニー
（フィラデルフィア市長）、フレデリック・ディキンソン教授（ペンシルベニア大学東アジア研
究センター長)が挨拶

 審査員にはエリサ・ブルーム氏(在フィラデルフィアのファッション実業家)、齋藤統氏（元
イッセイミヤケ欧州・元ヨージヤマモト欧州社長）を起用。

 参加デザインへの事前WEB投票では計3830票を集め、事前事後には地方紙5紙に露出
（英字紙含）。当日はNBC等TV局のクルーも来場。

 会場は250名の観客席がほぼ満席（入場無料）。約70％は米国人であった。

【その他】


